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(57)【要約】
【課題】有線/ワイヤレス制御システム及びデータブリ
ッジの方法を提供する。
【解決手段】複数の制御装置と、照明制御ネットワーク
と、複数のゲートウェイとを備える。各制御装置はワイ
ヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応する制御信
号を伝送させる。照明制御ネットワークは複数の照明装
置を含み、これら前記照明装置は内部回路を介して互い
に接続され、各照明装置により通信プロトコルに対応す
る制御信号が受信され、且つ内部回路を通して他の照明
装置に伝送され、制御信号が通信プロトコルに対応する
変換信号に変換される。各ゲートウェイは少なくとも１
つの被制御装置に接続され、且つ通信プロトコルに対応
する変換信号を受信させて少なくとも１つの被制御装置
の制御を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応する制御信号を伝送させる複数の制御
装置と、
　複数の照明装置からなり、且つこれら前記照明装置は内部回路を介して互いに接続され
、各前記照明装置により通信プロトコルに対応する前記制御信号が受信され、且つ前記内
部回路を通して他の前記照明装置に伝送され、前記制御信号が通信プロトコルに対応する
変換信号に変換される照明制御ネットワークと、
　少なくとも１つの被制御装置に接続されると共に通信プロトコルに対応する前記変換信
号を受信させて前記少なくとも１つの被制御装置の制御を行う複数のゲートウェイと、
を備えることを特徴とする有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項２】
　各前記照明装置はワイヤレス通信モジュールを備え、各前記照明装置は前記ワイヤレス
通信モジュールにより通信プロトコルに対応する前記制御信号を受信させることを特徴と
する、請求項１に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項３】
　前記照明制御ネットワークはＤＡＬＩプロトコルに基づくことを特徴とする、請求項１
に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項４】
　各前記照明装置は発光モジュール及び電源変換モジュールを更に備え、前記発光モジュ
ールは前記電源変換モジュールに接続され、前記電源変換モジュールはプラグアンドプレ
イインターフェースを介して前記ワイヤレス通信モジュールに接続されることを特徴とす
る、請求項３に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項５】
　前記プラグアンドプレイインターフェースはＵＳＢインターフェースであることを特徴
とする、請求項４に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項６】
　これら前記ワイヤレス通信モジュールの通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル
、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）通信プロトコルを含むことを特徴とする、請求項４に記載の有線／ワイヤレス制御
システム。
【請求項７】
　前記電源変換モジュールは電子安定器であることを特徴とする、請求項４に記載の有線
／ワイヤレス制御システム。
【請求項８】
　前記電源変換モジュールは発光ダイオード駆動器であることを特徴とする、請求項４に
記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項９】
　これら前記制御装置の通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通信プ
ロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロト
コルを含むことを特徴とする、請求項６に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項１０】
　前記発光モジュールはガス放電チューブであることを特徴とする、請求項７に記載の有
線／ワイヤレス制御システム。
【請求項１１】
　前記発光モジュールは発光ダイオードランプであることを特徴とする、請求項８に記載
の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項１２】
　これら前記ゲートウェイの通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通
信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プ
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ロトコルを含むことを特徴とする、請求項９に記載の有線／ワイヤレス制御システム。
【請求項１３】
　前記ガス放電チューブは水銀ランプ、メタルハライドランプ、ナトリウムランプ、蛍光
灯、及びキセノンランプを含むことを特徴とする、請求項１０に記載の有線／ワイヤレス
制御システム。
【請求項１４】
　照明制御ネットワークがデータブリッジ経路として利用され、前記照明制御ネットワー
クは複数の照明装置を備え、これら前記照明装置は内部回路を介して互いに接続されるデ
ータブリッジの方法であって、前記データブリッジの方法は、
　複数の制御装置の内の何れか１つがワイヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応す
る制御信号を伝送させる工程と、
　これら前記照明装置中の前記制御信号の通信プロトコルに対応する前記照明装置により
前記制御信号が受信され、且つ前記内部回路を通して他の前記照明装置に伝送され、前記
制御信号が通信プロトコルに対応する変換信号に変換される工程と、
　複数のゲートウェイ中の前記変換信号の通信プロトコルに対応する前記ゲートウェイに
より前記変換信号が受信され、少なくとも１つの被制御装置が制御される工程と、
を含むことを特徴とするデータブリッジの方法。
【請求項１５】
　各前記照明装置はワイヤレス通信モジュールを備え、各前記照明装置は前記ワイヤレス
通信モジュールにより通信プロトコルに対応する前記制御信号を受信させることを特徴と
する、請求項１４に記載のデータブリッジの方法。
【請求項１６】
　各前記照明装置は発光モジュール及び電源変換モジュールを更に備え、前記発光モジュ
ールは前記電源変換モジュールに接続され、前記電源変換モジュールはプラグアンドプレ
イインターフェースを介して前記ワイヤレス通信モジュールに接続されることを特徴とす
る、請求項１５に記載のデータブリッジの方法。
【請求項１７】
　前記プラグアンドプレイインターフェースはＵＳＢインターフェースであることを特徴
とする、請求項１６に記載のデータブリッジの方法。
【請求項１８】
　これら前記ワイヤレス通信モジュールの通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル
、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）通信プロトコルを含むことを特徴とする、請求項１６に記載のデータブリッジの方
法。
【請求項１９】
　これら前記制御装置の通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通信プ
ロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロト
コルを含むことを特徴とする、請求項１８に記載のデータブリッジの方法。
【請求項２０】
　これら前記ゲートウェイの通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通
信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プ
ロトコルを含むことを特徴とする、請求項１９に記載のデータブリッジの方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、制御システムに関し、より詳しくは、有線／ワイヤレス制御システムに関する
。また、本発明は更に、その制御システムのデータブリッジの方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
モノのインターネット(Internet of Things、IoT)とはインターネットや従来の電気通信
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網等の情報媒体を利用して、全ての装置の相互通信を実現するネットワークである。一般
的には、モノのインターネットはワイヤレスネットワークにより実現され、モノのインタ
ーネットにより高速且つ有効的に機器、設備、人員に対する管理及び制御が可能になると
いうのが、将来的な方向性となっている。
【０００３】
上述したように、モノのインターネットの概念を実現するために、従来の技術による制御
システムは、ワイヤレスネットワークを通して被制御装置を制御できるようにする必要が
ある。ワイヤレスネットワークにより被制御装置の制御を行うために、使用者は制御装置
を使用してワイヤレス伝送方式で制御信号を被制御装置に接続されるゲートウェイに伝送
させて前記被制御装置の制御を行うが、前記制御装置に使用される通信プロトコルは前記
ゲートウェイに使用される通信プロトコルと同じでなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、それぞれの使用者は異なる制御装置を使用しているため、それぞれの制御
装置も異なる通信プロトコルを使用している場合がある。このため、異なる使用者が異な
る制御装置により被制御装置を制御するためには、被制御装置が異なる通信プロトコルを
有する複数のゲートウェイに須らく接続されなければ、全ての制御装置が全ての被制御装
置を制御可能にはならない。さらに、ゲートウェイの価格は頗る高いため、従来の技術に
よる制御システムのコストが大幅に上昇する。
【０００５】
そこで、本発明者は上記従来の制御システムのコストが高過ぎるという欠点が改善可能と
考え、鋭意検討を重ねた結果、合理的設計で上記の課題を効果的に改善する本発明の制御
システムの提案に到った。
【０００６】
本発明は、このような従来の問題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは
、制御システムを提供し、従来の技術による制御システムのコストが高過ぎるという欠点
を解決させる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る有線／ワイヤレス制御シス
テムは、複数の制御装置と、照明制御ネットワークと、複数のゲートウェイとを備える。
各制御装置はワイヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応する制御信号を伝送させる
。照明制御ネットワークは複数の照明装置を含み、これら前記照明装置は内部回路を介し
て互いに接続され、各照明装置により通信プロトコルに対応する制御信号が受信され、且
つ内部回路を通して他の照明装置に伝送され、制御信号が通信プロトコルに対応する変換
信号に変換される。各ゲートウェイは少なくとも１つの被制御装置に接続されると共に通
信プロトコルに対応する変換信号を受信させ、これにより少なくとも１つの被制御装置の
制御を行う。
【０００８】
本発明に係るデータブリッジの方法によれば、照明制御ネットワークがデータブリッジ経
路として利用される。照明制御ネットワークは複数の照明装置を備え、これら前記照明装
置は内部回路を介して互いに接続され、データブリッジの方法は以下の工程を含む。複数
の制御装置の内の何れか１つがワイヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応する制御
信号を伝送させる工程。これら前記照明装置中の制御信号の通信プロトコルに対応する照
明装置により制御信号が受信されると共に内部回路を通して他の照明装置に伝送され、制
御信号が通信プロトコルに対応する変換信号に変換される工程。複数のゲートウェイ中の
変換信号の通信プロトコルに対応するゲートウェイにより変換信号が受信され、少なくと
も１つの被制御装置が制御される。
【０００９】
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好ましい実施態様において、各照明装置はワイヤレス通信モジュールを備え、且つ各照明
装置はワイヤレス通信モジュールにより通信プロトコルに対応する制御信号の受信を行う
。
【００１０】
好ましい実施態様において、照明制御ネットワークはＤＡＬＩプロトコルに基づく。
【００１１】
好ましい実施態様において、各照明装置は発光モジュール及び電源変換モジュールを更に
備え、発光モジュールは電源変換モジュールに接続され、電源変換モジュールはプラグア
ンドプレイインターフェースを介してワイヤレス通信モジュールに接続される。
【００１２】
好ましい実施態様において、プラグアンドプレイインターフェースはＵＳＢインターフェ
ースである。
【００１３】
好ましい実施態様において、電源変換モジュールは電子安定器である。
【００１４】
好ましい実施態様において、発光モジュールはガス放電チューブである。
【００１５】
好ましい実施態様において、ガス放電チューブは水銀ランプ、メタルハライドランプ、ナ
トリウムランプ、蛍光灯、及びキセノンランプを含む。
【００１６】
好ましい実施態様において、電源変換モジュールは発光ダイオード駆動器である。
【００１７】
好ましい実施態様において、発光モジュールは発光ダイオードランプである。
【００１８】
好ましい実施態様において、これら前記ワイヤレス通信モジュールの通信プロトコルの種
類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及び
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロトコルを含む。
【００１９】
好ましい実施態様において、これら前記制御装置の通信プロトコルの種類は赤外線通信プ
ロトコル、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）通信プロトコルを含む。
【００２０】
好ましい実施態様において、これら前記ゲートウェイの通信プロトコルの種類は赤外線通
信プロトコル、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）通信プロトコルを含む。
【発明の効果】
【００２１】
本発明の有線／ワイヤレス制御システム及びデータブリッジの方法によれば、１つ或いは
複数の下述の長所を有する。
(１) 本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムの内の何れか１つ
の制御装置の制御信号は何れか１つ照明装置のワイヤレス通信モジュールにより何れか１
つのゲートウェイの通信プロトコルに対応する変換信号に変換される。このため、被制御
装置が異なる通信プロトコルを有する複数のゲートウェイに接続される必要がなく、必要
なゲートウェイの数量が大幅に減少し、有線／ワイヤレス制御システムのコストも大幅に
低下する。
(２) 本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照明制御
ネットワークをデータブリッジ経路とするため、回路を追加させる必要がなく、よって、
有線／ワイヤレス制御システムのコストが更に低下する。
(３) 本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照明制御
ネットワークをデータブリッジ経路とするため、照明制御ネットワークの使用率が高まり
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、殆どアイドリング状態にある照明制御ネットワークを有効的に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す概略図である
。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示すフローチャー
トである。
【図３】本発明の第２実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す概略図である
。
【図４】本発明の第３実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す第一概略図で
ある。
【図５】本発明の第３実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す第二概略図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
本発明における好適な実施の形態について、添付図面を参照して説明する。尚、以下に説
明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を限定するものではない
。また、以下に説明される構成の全てが、本発明の必須要件であるとは限らない。
【実施例】
【００２４】
（第１実施形態）
以下、第１実施形態を図１及び図２に基づいて説明する。図１は本発明の第１実施形態に
係る有線／ワイヤレス制御システムを示す概略図である。有線／ワイヤレス制御システム
１は複数の制御装置１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃと、照明制御ネットワーク１０と、複数のゲ
ートウェイ１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃと、複数の被制御装置Ａ、Ｂ、Ｃとを備える。これら
前記制御装置１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃはワイヤレス伝送方式により通信プロトコルに対応
する制御信号ＳＡ、ＳＢ、ＳＣをそれぞれ伝送させる。
【００２５】
照明制御ネットワーク１０は照明制御装置１０１及び複数の照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ
、１０２Ｃを備え、照明制御装置１０１及びこれら前記照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ、１
０２Ｃは内部回路ＩＷを介して互いに接続され、照明制御装置１０１がこれら前記照明装
置１０２Ａ、１０２Ｂ、１０２Ｃを制御可能になる。照明装置１０２Ａにより通信プロト
コルに対応する制御信号ＳＡが受信され、且つ内部回路ＩＷを通して他の照明装置１０２
Ｂ或いは１０２Ｃに伝送され、照明装置１０２Ｂ或いは１０２Ｃにより制御信号ＳＡが通
信プロトコルに対応する制御信号ＳＢ或いはＳＣに変換される(変換信号)。同様に、照明
装置１０２Ｂにより通信プロトコルに対応する制御信号ＳＢが受信され、且つ内部回路Ｉ
Ｗを通して他の照明装置１０２Ａ或いは１０２Ｃに伝送され、照明装置１０２Ａ或いは１
０２Ｃにより制御信号ＳＢが通信プロトコルに対応する制御信号ＳＡ或いはＳＣに変換さ
れる (変換信号)。同様に、照明装置１０２Ｃにより通信プロトコルに対応する制御信号
ＳＣが受信され、且つ内部回路ＩＷを通して他の照明装置１０２Ａ或いは１０２Ｂに伝送
され、照明装置１０２Ａ或いは１０２Ｂにより制御信号ＳＣが通信プロトコルに対応する
制御信号ＳＡ或いはＳＢに変換される (変換信号)。各照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ、１
０２Ｃは発光モジュールと、電源変換モジュールと、ワイヤレス通信モジュールとを備え
る。
【００２６】
これら前記ゲートウェイ１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃは被制御装置Ａ、Ｂ、Ｃにそれぞれ接続
され、且つこれら前記照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ、１０２Ｃにより通信プロトコルに対
応する制御信号ＳＡ、ＳＢ、ＳＣがそれぞれ受信され、これにより被制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ
がそれぞれ制御される。これら前記照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ、１０２Ｃ、これら前記
制御装置１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ及びこれら前記ゲートウェイ１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃの
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通信プロトコルの種類は赤外線通信プロトコル、ＷｉＦｉ通信プロトコル、ＺｉｇＢｅｅ
通信プロトコル及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロトコル等を含む。
【００２７】
上述のように、有線／ワイヤレス制御システム１の内の何れか１つ制御装置１２Ａ、１２
Ｂ、１２Ｃの制御信号ＳＡ、ＳＢ、ＳＣは対応する照明装置１０２Ａ、１０２Ｂ、１０２
Ｃによりそれぞれ受信され、且つ他の照明装置に伝送されると共に何れか１つゲートウェ
イ１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃの通信プロトコルに対応する制御信号にそれぞれ変換され、こ
れにより被制御装置Ａ、Ｂ、Ｃがそれぞれ制御される。
【００２８】
また、図２は本発明の第１実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示すフローチ
ャートである。本実施形態は以下の工程を含む。
工程Ｓ２１では、複数の制御装置の内の何れか１つがワイヤレス伝送方式により通信プロ
トコルに対応する制御信号を伝送させる。
工程Ｓ２２では、これら前記照明装置中の制御信号の通信プロトコルに対応する照明装置
により制御信号が受信されると共に内部回路を通して他の照明装置に伝送され、制御信号
が通信プロトコルに対応する変換信号に変換される。
工程Ｓ２３では、複数のゲートウェイ中の変換信号の通信プロトコルに対応するゲートウ
ェイにより変換信号が受信され、少なくとも１つの被制御装置の制御が行われる。
【００２９】
（第２実施形態）
図３は本発明の第２実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す概略図である。
有線／ワイヤレス制御システム２は複数の制御装置２２Ａ、２２Ｂ、２２Ｃと、照明制御
ネットワーク２０と、複数のゲートウェイ２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃと、複数の被制御装置
であるパソコンＡ'、テレビＢ'、音響装置Ｃ'とを備える。
【００３０】
ＷｉＦｉ制御装置２２Ａはワイヤレス伝送方式によりＷｉＦｉ通信プロトコルのＷｉＦｉ
制御信号ＳＡ'を伝送させる。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通制御装置２２Ｂはワイ
ヤレス伝送方式によりＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロトコルのＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）制御信号ＳＢ'を伝送させる。ＺｉｇＢｅｅ制御装置２２Ｃはワイヤレ
ス伝送方式によりＺｉｇＢｅｅ通信プロトコルのＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'を伝送させ
る。
【００３１】
照明制御ネットワーク２０はＤＡＬＩ(Digital Addressable Lighting Interface、DALI)
プロトコルに基づき、ＬＥＤ照明制御装置２０１及び複数のＬＥＤ照明装置２０２Ａ、２
０２Ｂ、２０２Ｃを備える。ＬＥＤ照明制御装置２０１及びこれら前記ＬＥＤ照明装置２
０２Ａ、２０２Ｂ、２０２Ｃは内部回路ＩＷを介して互いに接続され、ＬＥＤ照明制御装
置２０１によりこれら前記ＬＥＤ照明装置２０２Ａ、２０２Ｂ、２０２Ｃが制御される。
ＬＥＤ照明装置２０２Ａは電源変換モジュールと、発光モジュールと、ＷｉＦｉ無線通信
モジュール２０２３Ａとを含む。本実施形態では、電源変換モジュールはＬＥＤ駆動器２
０２１であり、発光モジュールはＬＥＤランプ２０２２であり、ＬＥＤランプ２０２２は
ＬＥＤ駆動器２０２１に接続され、ＬＥＤ駆動器２０２１はプラグアンドプレイインター
フェースを介してＷｉＦｉ無線通信モジュール２０２３Ａに接続され、プラグアンドプレ
イインターフェースはＵＳＢインターフェースである。同様に、ＬＥＤ照明装置２０２Ｂ
はＬＥＤ駆動器２０２１と、ＬＥＤランプ２０２２と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
無線通信モジュール２０２３Ｂとを備える。ＬＥＤ照明装置２０２ＣはＬＥＤ駆動器２０
２１と、ＬＥＤランプ２０２２と、ＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュール２０２３Ｃとを含む
。他の好ましい実施形態では、ＬＥＤ照明装置２０２Ａ、２０２Ｂ、２０２Ｃはガス放電
チューブ照明装置であり、電子安定器と、ガス放電チューブと、ワイヤレス通信モジュー
ルとで構成され、ガス放電チューブは水銀ランプ、メタルハライドランプ、ナトリウムラ
ンプ、水銀ランプ、蛍光灯、及びキセノンランプ等である。
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【００３２】
ＬＥＤ照明装置２０２ＡはＷｉＦｉ無線通信モジュール２０２３ＡによりＷｉＦｉ制御信
号ＳＡ'を受信させると共に内部回路ＩＷを通して他のＬＥＤ照明装置２０２Ｂ或いは２
０２Ｃに伝送させ、ＬＥＤ照明装置２０２ＢのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線通信
モジュール２０２３ＢによりＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
制御信号ＳＢ'に変換され、ＬＥＤ照明装置２０２ＣのＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュール
２０２３ＣによりＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'がＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'に変換される。同
様に、照明装置２０２ＢはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線通信モジュール２０２３
ＢによりＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信プロトコルのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）制御信号ＳＢ'を受信させ、且つ同様に順にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御信
号ＳＢ'がＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'或いはＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'に変換される。同様
に、照明装置２０２ＣはＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュール２０２３ＣによりＺｉｇＢｅｅ
通信プロトコルのＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'を受信させ、且つ同様に順にＺｉｇＢｅｅ
制御信号ＳＣ'がＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'或いはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御信号
ＳＢ'に変換される。
【００３３】
ＷｉＦｉゲートウェイ２１Ａは音響装置Ａ'に接続され、且つＬＥＤ照明装置２０２Ａの
ＷｉＦｉ無線通信モジュール２０２３ＡによりＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'が受信され、これ
により音響装置Ａ'が制御される。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ゲートウェイ２１Ｂ
はテレビＢ'に接続され、且つＬＥＤ照明装置２０２ＢのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）無線通信モジュール２０２３ＢによりＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御信号ＳＢ'
が受信され、これによりテレビＢ'が制御される。ＺｉｇＢｅｅゲートウェイ２１Ｃはパ
ソコンＣ'に接続され、且つＬＥＤ照明装置２０２ＣのＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュール
２０２３ＣによりＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御信号ＳＣ'が受信され、これによ
りパソコンＣ'が制御される。当然ながら、上述の各ゲートウェイは共に複数の装置にそ
れぞれ接続されるが、ここでは分かりやすく説明するために、１つの装置で示す。
【００３４】
上述の設置により、有線／ワイヤレス制御システム２の内の何れか１つの制御装置２２Ａ
、２２Ｂ、２２Ｃの制御信号ＳＡ'、ＳＢ'、ＳＣ'が対応するＬＥＤ照明装置２０２Ａ、
２０２Ｂ、２０２Ｃによりそれぞれ受信され、且つ照明制御ネットワーク２０の内部回路
ＩＷを通して他の照明装置に伝送されると共に何れか１つのゲートウェイ２１Ａ、２１Ｂ
、２１Ｃの通信プロトコルに対応する制御信号にそれぞれ変換されて、被制御装置である
音響装置Ａ'、テレビＢ'及びパソコンＣ'がそれぞれ制御される。故に、音響装置Ａ'、テ
レビＢ'及びパソコンＣは異なる通信プロトコルを有する複数のゲートウェイにそれぞれ
接続される必要がなく、使用者は何れか１つの制御装置を使用して異なる通信プロトコル
を有するゲートウェイにより何れか１つの上述の装置を制御できる。これにより、必要な
ゲートウェイの数量が大幅に減少し、有線／ワイヤレス制御システム２のコストも大幅に
削減される。
【００３５】
例えば、使用者がＺｉｇＢｅｅ制御装置２２Ｃを利用してＷｉＦｉゲートウェイ２１Ａに
接続される音響装置Ａ'を制御する場合、使用者はＺｉｇＢｅｅ制御装置２２Ｃを使用し
てＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'をＬＥＤ照明装置２０２ＣのＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュ
ール２０２３Ｃに伝送させ、且つ内部回路ＩＷを通してＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'がＬ
ＥＤ照明装置２０２ＡのＷｉＦｉ無線通信モジュール２０２３Ａに伝送され、ＷｉＦｉ無
線通信モジュール２０２３ＡによりＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'がＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'
に変換されると共にＷｉＦｉゲートウェイ２１Ａに伝送され、これにより音響装置Ａ'の
制御を行う。このため、音響装置Ａ'がＺｉｇＢｅｅゲートウェイ２１Ｃに未接続でも、
使用者はＺｉｇＢｅｅ通信プロトコルに基づく制御装置２２Ｃを利用して音響装置Ａ'の
制御が可能である。
【００３６】
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ちなみに、従来の技術による制御システムがワイヤレスネットワークを通して異なる複数
の通信プロトコルにより被制御装置を制御する場合、被制御装置は異なる通信プロトコル
に対応する複数のゲートウェイに同時に接続されねばならず、このため、従来の技術によ
る制御システムのコストが大幅に上昇する。翻って、本発明のある実施形態において、有
線／ワイヤレス制御システムの内の何れか１つの制御装置の制御信号は何れか１つ照明装
置のワイヤレス通信モジュールにより何れか１つのゲートウェイの通信プロトコルに対応
する変換信号に変換されるため、被制御装置は１つのゲートウェイに接続されるのみでよ
く、必要なゲートウェイの数量が大幅に減少し、よって、有線／ワイヤレス制御システム
のコストも大幅に削減される。
【００３７】
なお、本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照明制御
ネットワークをデータブリッジ経路とするため、回路を増設させる必要がなく、有線／ワ
イヤレス制御システムのコストが更に低下する。
【００３８】
また、本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照明制御
ネットワークをデータブリッジ経路とする。照明制御ネットワークは平時では照明装置の
点消灯のみに使用され、殆どの時間はアイドリング状態におかれるが、本発明の実施形態
の有線／ワイヤレス制御システムでは照明制御ネットワークの使用率が有効的に高まり、
殆どアイドリング状態におかれる照明制御ネットワークが有効的に利用される。
【００３９】
（第３実施形態）
図４は本発明の第３実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す第一概略図であ
り、図５は本発明の第３実施形態に係る有線／ワイヤレス制御システムを示す第二概略図
である。図４に示すように、使用者がＷｉＦｉ制御装置２２Ａを利用してＺｉｇＢｅｅゲ
ートウェイに接続される遠方のパソコンＣ'を制御する場合、使用者は制御装置２２Ａに
よりＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'をＬＥＤ照明装置２０２ＡのＷｉＦｉ無線通信モジュールに
伝送させ、且つ照明制御ネットワークの内部回路をデータブリッジ経路として、ＷｉＦｉ
制御信号ＳＡ'をＬＥＤ照明装置２０２ＣのＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュールに伝送させ
る。
【００４０】
なお、図５に示すように、ＬＥＤ照明装置２０２ＣのＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュールに
よりＷｉＦｉ制御信号ＳＡ'がＺｉｇＢｅｅ制御信号ＳＣ'に変換されると共にＺｉｇＢｅ
ｅゲートウェイに伝送され、パソコンＣ'が制御される。
【００４１】
以上のとおり、本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムの内の何
れか１つの制御装置の制御信号は何れか１つの照明装置のワイヤレス通信モジュールによ
り何れか１つゲートウェイの通信プロトコルに対応する変換信号に変換される。このため
、被制御装置は異なる通信プロトコルを有する複数のゲートウェイに接続される必要がな
く、必要なゲートウェイの数量が大幅に減少し、有線／ワイヤレス制御システムのコスト
も大幅に削減される。
【００４２】
なお、本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照明制御
ネットワークをデータブリッジ経路とするため、回路を増設させる必要がなく、よって、
有線／ワイヤレス制御システムのコストが更に低下する。
【００４３】
このほかに、本発明のある実施形態において、有線／ワイヤレス制御システムは元々の照
明制御ネットワークをデータブリッジ経路とするため、照明制御ネットワークの使用率が
高まり、殆どアイドリング状態におかれる照明制御ネットワークが更に有効的に利用され
る。
【００４４】
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従って、本明細書に開示された実施形態は、本発明を限定するものではなく、説明するた
めのものであり、このような実施形態によって本発明の思想と範囲が限定されるものでは
ない。本発明の範囲は特許請求の範囲により解釈すべきであり、それと同等の範囲内にあ
る全ての技術は、本発明の権利範囲に含まれるものと解釈すべきである。
【符号の説明】
【００４５】
１、２ 有線／ワイヤレス制御システム
１０、２０ 照明制御ネットワーク
１０１ 照明制御装置
１０２Ａ、１０２Ｂ、１０２Ｃ　照明装置
１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ ゲートウェイ
１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ　制御装置
２０１ ＬＥＤ照明制御装置
２０２Ａ、２０２Ｂ、２０２Ｃ ＬＥＤ照明装置
２０２１ ＬＥＤ駆動器
２０２２ ＬＥＤランプ
２０２３Ａ ＷｉＦｉ無線通信モジュール
２０２３Ｂ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線通信モジュール
２０２３Ｃ ＺｉｇＢｅｅ無線通信モジュール
２１Ａ ＷｉＦｉゲートウェイ
２１Ｂ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ゲートウェイ
２１Ｃ ＺｉｇＢｅｅゲートウェイ
２１Ａ ＷｉＦｉ制御装置
２２Ｂ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御装置
２２Ｃ ＺｉｇＢｅｅ制御装置
Ａ、Ｂ、Ｃ 被制御装置
ＳＡ、ＳＢ、ＳＣ 制御信号
ＳＡ' ＷｉＦｉ制御信号
ＳＢ' Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御信号
ＳＣ' ＺｉｇＢｅｅ制御信号
ＩＷ 内部回路
Ｓ２１~Ｓ２３ 工程
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